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平成18年９月期 第１四半期財務・業績の概況（連結） 
平成18年２月10日

会 社 名 Ｉ Ｍ Ｖ 株 式 会 社  （ＪＡＳＤＡＱ・コード番号：７７６０）

（ＵＲＬ http://www.imv.co.jp） 

問合せ先 代 表 者 役職名 代表取締役会長兼社長 氏名 小嶋 成夫  
 責 任 者 役職名 取締役専務執行役員管理本部長 氏名 中村 雅彦 ＴＥＬ (06)6478-2565 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無  ：無 

②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無：無 

③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無      ：無 

２．平成18年９月期第１四半期財務・業績の概況（平成17年10月１日～平成17年12月31日） 

(１) 経営成績（連結）の進捗状況 （記載金額は、表示単位未満切捨）

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18年９月第１四半期 906 － 16 － 42 － 

17年９月第１四半期 －  － － － －  － 

（参考）17年９月期 5,088  602  621  
 

 四半期（当期）純利益 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期（当期）純利益 

 百万円 ％ 円 銭 円 銭

18年９月第１四半期 52 － 6 23 － － 

17年９月第１四半期 －  － － － － － 

（参考）17年９月期 476  59 90 － － 

（注）①平成17年９月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成しておりませんので、前年同四半期の数値は

記載しておりません。また、前年同四半期との比較増減率についても記載しておりません。 

   ②期中平均株式数(連結) 18年９月期第１四半期 8,471,147株 17年９月期 7,673,070株 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、原油価格の高騰による世界経済への影響等が懸念されるもの

の、国内の民間需要に支えられ、企業収益も改善し、設備投資や個人消費も緩やかながら増加してきております。ま

た、雇用情勢も改善の方向へ向かう等、景気全体としては回復傾向にあります。当社グループが関連する業界におき

ましては、自動車関連業界の企業業績が引き続き好調に推移いたしました。 

このような環境の中、当社グループは、中期事業計画｢PRESTO 7715｣で掲げた目標を達成するための組織改革を行

い、新たに海外事業部とエンジニアリングサービス部を設置すると共に新技術開発プロジェクトを立ち上げ、業容拡

大のための基礎固めを行いました。既存事業では、振動シミュレーションシステムの分野において大手重工業メーカ

ー向けに大型システムを納入いたしました。また、振動計測装置や地震監視装置等のメジャリングシステムが堅調に

推移いたしました。テスト＆ソリューションサービスでは、前連結会計年度に新設いたしました大阪テストラボが大

型試験を受託する等、新たな収益源として成長してまいりました。 

以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は906百万円となりました。収益面では、当第１四半期連結会計

期間におきましても、新本社・工場取得に伴う償却負担の増加、人件費の増加等がありましたが、賃貸収入等もあり

経常利益は42百万円となりました。また、特別利益といたしましては、年金資産の時価が増加したことによる退職給

付引当金戻入益の発生があり、第１四半期純利益は52百万円となりました。 

 

事業部門別の営業の概況は次とおりであります。 

 

①振動シミュレーションシステム 

振動シミュレーションシステムの分野におきましては、顧客ニーズ(試験の複雑化・高度化)に対応したカスタマ

イズ製品が引き続き堅調に推移し、大手重工業メーカー向けに 16 トンの加振力を有する大型シミュレーションシ

ステムや、大手音響機器メーカー向けに３軸同時加振が可能なオールウェザーシミュレーションシステムを納入い

たしました。さらに、案件規模は小さいながらも比較的収益性の高い標準機を幅広い顧客に納入いたしました。 

以上の結果、この事業の売上高は544百万円となりました。 
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②メジャリングシステム 

メジャリングシステムの分野におきましては、国内最大の実大三次元震動破壊実験施設｢E－ディフェンス｣向け

に木造建物画像変位計システムを納入いたしましたこと、2005 年 PM 優秀製品賞を受賞したカードバイブロアドバ

ンスの発売及び中国語版カードバイブロのOEM供給を開始したこと等により、振動計測装置が堅調に推移しました。

また、新製品の発表等により地震監視装置や環境信頼性評価システムも堅調に推移いたしました。 

以上の結果、この事業の売上高は 256百万円となりました。 

 

③テスト＆ソリューションサービス 

テスト＆ソリューションサービスの分野におきましては、前連結会計年度に新設した大阪テストラボにおきまし

て、マルチコントロール技術を活用した長期大型試験を実施いたしました。また、東京テストラボにおきましても

自動車関連業界を中心に堅調に推移いたしました。 

以上の結果、この事業の売上高は105百万円となりました。 

（２）財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

18年９月第１四半期 6,982 2,006 28.7 236 90 

17年９月第１四半期 －  － －  － － 

（参考）17年９月期 6,649 2,006 30.2 234 77 

（注）期末発行済株式数(連結) 18年９月期第１四半期 8,470,732株 17年９月期 8,472,074株 

 

［参考］ 

 平成18年９月期の連結業績予想（平成17年10月１日～平成18年９月30日） 

売      上      高 経   常   利   益 当  期  純  利  益 

             百万円             百万円             百万円 

中 間 期 3,174 499 297 

通   期 5,703 700 414 

(参考) １株当たり予想当期純利益（通期）  24円49銭 

上記の１株当たり予想当期純利益については、平成17年12月31日付で実施しました株式分割（１株を２株に分割）

が期首に行われたものとして算出しております。 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

現時点における業績予想につきましては、平成17年11月18日に公表いたしました連結業績予想に変更はありませ

ん。 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

○ 添付書類 

（要約）四半期連結貸借対照表、（要約）四半期連結損益計算書 
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１.（要約）四半期連結貸借対照表 
(注)端数処理方法：単位未満切捨 (単位：千円)

当四半期 （参考） 
平成18年９月第１四半期 平成17年９月期 

期  別 
 
科  目 金 額 金 額 
（資産の部）   
Ⅰ 流動資産 3,533,087 3,235,265 

  現金及び預金 685,328 568,035 
  受取手形及び売掛金 2,036,677 2,003,191 
  たな卸資産 707,886 573,260 
  繰延税金資産 52,923 63,023 
  その他の流動資産 51,471 28,954 
  貸倒引当金 △1,200 △1,200 

Ⅱ 固定資産 3,449,646 3,414,544 

 １有形固定資産 2,773,431 2,751,835 

  建物及び構築物 978,259 997,839 
  機械装置及び運搬具 39,068 38,738 
  工具器具備品 118,347 111,778 
  土地 1,603,478 1,603,478 
  建設仮勘定 34,277 ― 

 ２無形固定資産 103,339 107,990 

 ３投資その他の資産 572,875 554,718 

  投資有価証券 274,854 217,644 
  繰延税金資産 40,572 79,655 
  その他の投資 257,449 257,418 
  
  資産合計 6,982,734 6,649,809 
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(注)端数処理方法：単位未満切捨 (単位：千円)

当四半期 （参考） 
平成18年９月第１四半期 平成17年９月期 

期  別 

科  目 金 額 金 額 
（負債の部）   
Ⅰ 流動負債 3,398,176 2,986,660 

  支払手形及び買掛金 1,026,305 994,539 
  短期借入金 1,501,563 1,075,000 
  １年以内返済予定の長期借入金 175,648 186,548 
  １年以内償還予定の社債 300,000 300,000 
  未払法人税等 11,253 58,000 
  製品保証引当金 22,000 24,000 
  その他の流動負債 361,406 348,573 

Ⅱ 固定負債 1,577,877 1,656,880 

  社債 150,000 150,000 
  長期借入金 1,009,133 1,041,041 
  繰延税金負債 12,209 12,175 
  退職給付引当金 148,394 238,259 
  役員退職慰労引当金 ― 195,401 
  その他の固定負債 258,140 20,003 
   
  負債合計 4,976,054 4,643,541 
   
   
（資本の部）   

Ⅰ 資本金 464,817 464,817 

Ⅱ 資本剰余金 557,563 557,563 

Ⅲ 利益剰余金 913,977 942,016 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 72,588 43,048 

Ⅴ 自己株式 △2,267 △1,177 
   
  資本合計 2,006,680 2,006,268 
   
   
  負債及び資本合計 6,982,734 6,649,809 
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２．（要約）四半期連結損益計算書 
(注)端数処理方法：単位未満切捨 (単位：千円)

当四半期 （参考） 
平成18年９月第１四半期 平成17年９月期 

期  別 
 
 
科  目 金 額 金 額 

Ⅰ 売上高  906,076  5,088,492 
Ⅱ 売上原価  607,622  3,455,306 

  売上総利益  298,454  1,633,186 

Ⅲ 販売費及び一般管理費  282,313  1,030,460 

  営業利益  16,141  602,726 

Ⅳ 営業外収益     
  受取利息 141  1,226  
  受取配当金 762  3,348  
  有価証券売却益 2,457  11,903  
  為替差益 3,483  ―  
  賃貸収入 25,019  66,123  
  セミナー収入 5,676  7,533  
  雑収入 2,390 39,931 12,992 103,126 

Ⅴ 営業外費用     
  支払利息 8,735  38,159  
  手形売却損 163  2,627  
  上場関連費用 ―  12,439  
  新株発行費 ―  9,966  
  為替差損 ―  1,110  
  賃貸原価 1,334  2,868  
  セミナー費用 1,247  7,805  
  訴訟関連費用 ―  3,691  
  雑損失 2,491 13,972 6,044 84,712 

  経常利益  42,100  621,140 

Ⅵ 特別利益     
  貸倒引当金戻入益 ―  14,800  
  固定資産売却益 ―  256,131  
  退職給付引当金戻入益 42,329  5,364  
  投資有価証券売却益 ― 42,329 71 276,367 

Ⅶ 特別損失     
  固定資産除却損 ―  427  
  固定資産売却損 ―  79  
  移転関連費用 ― ― 125,801 126,308 

  税金等調整前四半期（当期）
純利益 

 84,430  771,198 

  法人税、住民税及び事業税 2,518  175,605  
  法人税等調整額 29,109 31,627 118,705 294,310 

  四半期(当期)純利益  52,802  476,887 

 


